
優良工事等の表彰について

１．目的

優良工事等の表彰は、信濃川河川事務所所管の工事に関し、その施工及び成果が優秀であっ

て他の模範となるものを選定し表彰することにより、良質な社会資本整備を目指すとともに、

建設技術の向上と事業の推進に資することを目的としています。

この中で、特に優秀なものを局長表彰、優秀なものを事務所長表彰としています。

また、優良工事（局長表彰、事務所長表彰）に選定された工事において、下請負者等も当該工事の

施工に貢献した企業として表彰しています。

２．平成２２年度の選定数

平成２１年度に完成した工事等の中から、事務所長表彰を下記のとおり選定しました。

なお、局長表彰は、別途北陸地方整備局で選定しています。

区 分 選 定 数 備 考

優良工事 局長表彰 １件 完成工事全数 ３９件

事務所長表彰 １件

優良建設技術者（工事） 事務所長表彰 １件 監理技術者等

優良委託業務 事務所長表彰 ２件 完成業務全数 ７２件

（設計、地質調査、測量等）

優良建設技術者（委託業務） 事務所長表彰 １件 管理技術者等

（設計、地質調査、測量等）

優良工事における下請負者 事務所長表彰 優良工事に選定された工事におい

下請負者 １件 て、元請負業者の推薦により選定

３．選定要件

工 事 等：安全管理、工程管理並びに出来形及び品質、出来ばえ等の施工管理が優秀で

あり、さらに、創意工夫、コスト縮減、リサイクル等に積極的に取り組むなど、

他の模範となるもの。

委託業務等： 業務目的を十分理解のうえ、調査・解析等の専門技術力、工程・品質等の管理技術

力に優れ、的確な成果の取りまとめを行うとともに、課題解決に向けた積極的な取り

組みがみられるなど、他の模範となるもの。

下請負者等： 専門的な技術を取得した技能労働者を抱えた下請負者であり、専門技術の維持、

向上に貢献しているもの。

４．表彰結果活用

表彰結果は、入札契約等における総合評価落札方式の企業評価資料として活用します。



　　　平成２１年度完成優良工事等選定結果

【北陸地方整備局長表彰（信濃川河川事務所関係）】

優良工事

請負者名 工事名

1 株式会社　曙建設 東小千谷築堤その５及び樋門新設他工事

【信濃川河川事務所長表彰】

優良工事（事務所長表彰）

請負者名 工事名

2 株式会社　中元組 大河津可動堰電機棟下部及び下流河道掘削工事

優良建設技術者【工事】

技術者名 工事名

3 栗原　雅信　（監理技術者）（現場代理人）
株式会社　大石組

蓮潟緩傾斜堤環境整備工事

優良委託業務（事務所長表彰）

請負者名 業務名

4
八千代エンジニヤリング株式会社　北陸
支店

岩方排水樋門諸元検討及び詳細設計業務委託

5 株式会社　グリーンシグマ 河川水辺の国勢調査（河川環境基図）業務委託

優良建設技術者【委託業務】（事務所長表彰）

技術者名 業務名

6 八峠　雅一  （管理技術者）
八千代エンジニヤリング株式会社　北陸支店

岩方排水樋門諸元検討及び詳細設計業務委託

優良工事における下請負者表彰

請負者名（専門工事業） 優良工事（元請負者）

7 山幸建設株式会社（とび・土工工事業）
東小千谷築堤その５及び樋門新設他工事
（株式会社　曙建設）





平成21年度完成 優良工事 [事務所長表彰] 番号 ２

株式会社 中元組 事務所名 信濃川河川事務所

請負者 代表取締役社長 野上 隆 工期 平成20年12月23日から

平成21年10月16日まで

新潟県長岡市寺泊松沢町9353番地14

請負金額 113,505,000 円

工事名 大河津可動堰電機棟下部及び 工事場所 新潟県燕市五千石地先

下流河道掘削工事

・電機棟基盤工 １式（うち躯体工[ｺﾝｸﾘｰﾄ]440m3）

工事内容 ・地盤改良工 １式（固結工[ｽﾗﾘｰ噴射攪拌]1,930m3）

・RC橋脚工 １基 ・河川土工（掘削）30,900m3

本工事での電機棟下部及び管理橋橋脚の施工に関しては、作業ヤードが狭

く、特に管理橋橋脚においては、県道と県管理河川に挟まれた厳しい制約条

件（幅員10m）のもとで鋼管杭（φ600m、L=9.0m）の打ち込み等が必要な

選定理由 ど、高度な技術力が求められた。また、河川土工の掘削においては、運搬路

の一部に地域の生活道路を使用していることから、歩行者等の安全対策への

配慮が求められた。

このような現場条件のもと、現地に応じた適切な仮設方法等を請負者自ら

が積極的に提案するとともに、運搬路での安全管理等においては、一般道路

での歩行者安全対策、過積載防止対策等への取り組みを行い、無事故で工事

を完了させた。



平成21年度完成 優良建設技術者（工事）[事務所長表彰] 番号 3

事務所名 信濃川河川事務所

技術者 栗原 雅信

（監理技術者） 工事名 蓮潟緩傾斜堤環境整備工事

（現場代理人）

工事場所 新潟県長岡市蓮潟

株式会社 大石組 工 期 平成21年2月20日から

平成22年2月26日まで

新潟県長岡市南町2-4-4

請負金額 185,587,500

緩傾斜堤防 L=840 m ﾊﾞﾘﾔﾌﾘｰ坂路工 １式

工事内容 緩傾斜堤盛土 49,300㎥ 管理用通路工(舗装) 3,910㎡

張芝 24,700㎡ 樋管堤外水路工 １式

本工事は、水辺空間を誰もが利用しやすい良好なものとするため、公園整備計

画等と一体となって、従来の堤防より勾配を緩くした緩傾斜堤の整備を蓮潟地区

選定理由 の中心部分に840mの施工を行ったものである。本工事は、長岡まつりまでに関係

範囲を完了させ観覧席とする施工条件であったが、工程管理及び安全管理を適切

に実施し、堤防上の散策の人々や、河川敷内の農耕者へも配慮し、苦情等も無く

無事故で工事を完了させたものである。



平成21年度完成 優良委託業務[事務所長表彰] 番号 4

事務所名 信濃川河川事務所

八千代エンジニヤリング株式会社

請 負 者 北陸支店 業務名 岩方排水樋門諸元検討及び

詳細設計業務委託

支店長 川崎 誠

工 期 平成20年12月20日から

新潟県新潟市中央区万代1-1-1 又は納期 平成21年12月18日まで

請負金額 19,950,000

本業務は、岩方地区築堤に伴い改築する岩方排水樋門について、樋門の諸元

を決定すべく、既往の検討結果を基に、旧黒川及び黒川流末川の基本高水、計

画高水流量及び河道計画について整理、検討した上で、樋門の詳細設計を実施

するものである。

推薦理由 業務の実施にあたっては、新潟県との調整が不可欠であったが、資料作成等

の準備を適切に実施ししており、発注者の円滑な業務執行に大きく寄与した。

また、新設の岩方排水樋門の位置選定にあたっては、現岩方排水樋門の近隣

にある岩方揚水機場の撤去に着目し、揚水機場の撤去後に樋門を同じ位置に新

設する案を提案することで工事の効率化やコスト削減につなげるなど、優れた

提案をしており、発注者の想定を上回る成果を収める事ができたといえる。

番号 5

事務所名 信濃川河川事務所

株式会社グリーンシグマ

請 負 者 業務名 河川水辺の国勢調査（河川

代表取締役 平田 敏彦 環境基図）業務委託

新潟県新潟市西区坂井700-1 工 期 平成21年 3月31日から

又は納期 平成22年 2月26日まで

請負金額 15,235,500

本業務は、河川環境の整備と保全を適切に推進するため、河川の形態、植生

状況等、自然環境に関する基礎情報の定期的、継続的、統一的な収集整備を図

るもので、広範囲に及ぶ河川環境特性の判読は、幅広い知識と経験が必要とさ

れる業務である。

推薦理由 業務に当たっては、ほぼ全域を現地確認踏査することにより詳細な植生図を

とりまとめた。また、植生群落や水域環境の分布状況等を考察し、今後の河川

管理に活用しやすい成果をとりまとめた。



平成21年度完成 優良建設技術者（委託業務）[事務所長表彰] 番号 6

事務所名 信濃川河川事務所

八峠 雅一

技術者 （管理技術者） 業務名 岩方排水樋門諸元検討及び

詳細設計業務委託

八千代エンジニヤリング 工 期 平成20年12月20日から

株式会社 北陸支店 又は納期 平成21年12月18日まで

新潟県新潟市中央区万代1-1-1 請負金額 19,950,000

本業務の実施にあたっては、新潟県との調整が不可欠であったが、資料作成

等の準備を適切に実施ししており、発注者の円滑な業務執行に大きく寄与し

た。

また、新設の岩方排水樋門の位置選定にあたっては、現岩方排水樋門の近隣

選定理由 にある岩方揚水機場の撤去に着目し、揚水機場の撤去後に樋門を同じ位置に新

設する案を提案することで工事の効率化やコスト削減につなげるなど、優れた

提案をしており、発注者の想定を上回る成果を収める事ができたといえる。



平成21年度完成 優良工事における下請負者表彰 番号 7

事 務 所 名 信濃川河川事務所

優 良 工 事 名 東小千谷築堤その５及び樋門新設他工事

元請推薦業者名 株式会社曙建設

下 請 負 者 名 山幸建設株式会社

専 門 工 事 業 とび・土工工事業

河川土工 築堤盛土 25,900ｍ3法面工 18,900ｍ2

工 事 内 容 法覆護岸工 作業土工 1.0式、法面整形 2,000ｍ2

橋脚保護工 掘削工 15,600ｍ3、残土処理 12,800ｍ3

樋門・樋管本体工 作業土工 1.0式

施工箇所は延長1.5㎞と長く、かつ住宅地に接しており、環境対策、

特に盛土施工時の土埃対策について神経を使う現場であったが、土

選 定 理 由 埃の発生を散水等により未然に防止しするとともに、地域住民との

挨拶等日頃からの配慮があったためであり、結果として苦情もなく、

工事を完成させたことは、評価に値する。

また、他工事区との工程調整が必要な工事において、クリティカ

ルパス上の工種を担当し、各々の工程を確実に進捗させ、他工事も

含め計画どおりに完了させるとともに無事故・無災害で完成したこ

とは、工事に対する取り組みが非常に熱心であったためである。


